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中学校 数学科 学習指導案 

指導者 將基面 裕介 

日  時 令和 3 年 11 月 27 日（土） 第 2 限 10：35～11：25
場  所 数学教室

学年・組 中学校 3 年 B 組 44 人（男子 24 人 女子 20 人） 
単  元 相似な図形

目  標 1. 平面図形の相似の意味及び三角形の相似条件について理解する。   （知識・技能） 

2. 基本的な相似の意味及び相似な図形の相似比と面積比や体積比との関係について

理解する。    （知識・技能） 

3. 三角形の相似条件などを基にして図形の基本的な性質を論理的に確かめる。

 （思考・判断・表現） 

4. 平行線と線分の比についての性質を見いだし，それらを確かめる。

（思考・判断・表現） 

5. 相似な図形の性質を具体的な場面で活用する。  （学びに向かう力・人間性等） 

指導計画（全 20 時間） 
第一次 相似な図形 7 時間 
第二次 平行線と相似 7 時間 
第三次 相似と計量 4 時間 
第四次 課題学習 2 時間（本時 1/2） 

授業について 

本時は，単元「相似な図形」の課題学習であり，相似な図形の性質や角の二等分線の性質，正

方形の一辺と対角線の比などを利用して折り紙作品の面積について考察する。本時のねらいは，

折り紙作品の面積を求めるという課題に対して，折り方や重なり方などに着目し，線分の長さや

面積を求めるために必要な図形の性質を見いだし，周囲と協力しながら既習事項を活用して課題

を解決することのよさを実感することである。さらに，他の作品でも面積を求めることができる

のかという新たな課題を見いだし，自分で折った折り紙作品についてどのような図形の性質を用

いることができそうか探究するという主体的に学習に取り組む態度を育むことが期待できる。

生徒は，１学期の技術・家庭科の授業で幼児と遊ぶために様々な折り紙作品を作っている。遊

びに使う折り紙を数学的に分析することは，生徒にとって興味深い活動となるだろう。また，分

析する作品によっては，算数科の範囲の学習内容でも面積を求めることができるものや，条件を

付け加えなければ誰もが同じ結果に辿り着くとは限らないものもあるため，生徒の現状に応じて

扱う作品を変えることもできる。 

題  目 図形の性質を用いて，折り紙作品の面積を求めよう

本時の目標

折り紙作品の面積を求める活動を通して，折り目が作る図形の中にある性質を活用することが

できる。また，他の折り紙作品においても図形の性質を見いだし，活用することができる。

本時の評価規準（観点／方法）

1. 作品を広げたときの折り目が作る図形に，面積を求めるために必要な線分の長さを書いてい

る。     （知識・技能／ワークシート） 
2. 他の作品でも面積を求めることができるのかという新たな課題を見いだし，自分で折った折

り紙作品についてどのような図形の性質を用いることができるのか調べようとする。

（主体的に学習に取り組む態度／観察，生徒の感想） 
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本時の学習指導過程 

学習内容 学習活動 指導上の留意点 

（導入） 

折り紙作品の面積の定義

（5 分） 

帆掛け船 

（展開） 

折り紙作品の分析（10 分） 

コイ 

解法の検討（15 分） 

他の折り紙作品について

の探究（15 分） 

（まとめ） 

折り紙作品における図形

の性質（5 分） 

○定規を用いずに,帆掛け船の帆

の面積を求める。

（予想される求め方） 

・作品を広げて，帆の部分と合同な

台形の面積を求める

・折り方を基にして，作品を広げず

に線分の長さを求める

○折り紙を折る前後を比較して，図

形の性質を見いだす。

（予想される内容） 

・正方形の一辺と対角線の長さの

比は1：√2
・角の二等分線の性質

・相似な図形の性質

・直角二等辺三角形の性質

○面積の求め方を説明し伝え合

う。

・折り重なるため，線分の長さや角

の大きさが等しいことを説明する

・線分の長さを求めるために用いた

図形の性質を説明する

○自由に折り紙を折り，線分の長さ

や面積を求めるために必要な図

形の性質を見いだす。

・先程と同じような図形の性質を用

いることができる

・既習の図形の性質では，線分の

長さを求めることができない

○線分の長さや面積を求めるため

に用いた図形の性質などを振り

返る。

・各自に折り紙作品と折り方を示した

ワークシートを配る。

・折り紙作品の面積

とは,右図のように

作品を広げたとき

の折り目が作る図

形と対応する部分

の面積であると定義する。

・コイの胸びれは，作

品を広げたときの右

図の色のついた所

である。

・生徒同士の確認が終わったところ

で，線分の長さを求めるためにど

んな図形の性質を用いたか問う。

・他の折り紙作品の面積を求めるた

めには，どのような図形の性質を用

いることができるのか問い，折り紙

を配る。

・調べる折り紙作品の折り方，広げた

ときの折り目，面積の求め方をレポ

ートにまとめることを伝える。

備考 

準備物：折り紙作品（帆掛け船，コイ），折り紙，ワークシート，PC 

課題 コイの胸びれの面積を求めるためには，どのような図形の性質が使えるだろうか？ 

追求する 

比較する 
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折り方は http://origami-land.com/vehicle/ship/より引用 
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折り方は https://tanoshii-origami.jp/koinobori-origami/より引用 
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生徒が作成したレポート① 

折り方は http://www.fukui-city.ed.jp/monjum-e/turuorikatatunagekata.pdf より引用 
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生徒が作成したレポート② 

折り方は https://papertocotoco.com/2019/02/origami-heart1/より引用 

52



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

53



生徒が作成したレポート③ 

折り方は https://www.might-project.com/might-town/making/origami/animal/007/より引用 
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実践上の留意点 

 どこがぴったり重なり合うのかを実感したり，折り目がどの段階でついたのかを認識したりすることができるた

め，折り紙を扱う題材において，実際に折り紙を折らせる活動は重要である。授業時間内で折らせると，目標

とする活動に取り組む時間が足りなくなるため，事前に折らせておくと良い。または，2 時間に分けて授業を

構成することも考えられる。 

他の折り紙作品の探究まで 1 時間の授業内で行おうとしたとき，合同の証明を 

厳密にしようとすると時間が足りなくなる。そのため，折ってぴったり重なり合うから 

合同だと認めるようにする。このことは，各自で折り紙作品について探究する前に 

全体で共有すると良い。また，図１の点C が線分 AB の中点であると考えた生徒 

が複数いたので，誤りに気付かせる際にも，折ってぴったり重なるのか確認させた。 

折ってぴったり重なることを全体で共有したい場面では，タブレットで生徒の手 

元を撮影しておき，その映像を全員で見た。こうすることで，生徒による説明を繰り 

返し見ることができ，ポイントとなる所だけを繰り返したり，一時停止したりして，説明を補足することができる。 

 面積を求める過程がいくつか考えられることも，本実践の良い点であり，留意点で 

もある。例えば，角の二等分線の性質を用いて面積を求めることを想定していたが， 

図２の△ACD と△ADE が相似であることを用いて，AC の長さを求める方法を発表 

する生徒がいた。角の二等分線の性質が使えそうだという意見が出ている中で，相 

似を用いる考え方が出てきたため，手間がかかる方法のように感じるが，角の二等 

分線の性質を覚えていなくても，相似な図形の性質で解決することができるというこ 

とを伝えようとした意見だった。このように，折り紙作品には，様々な生徒の見方が表 

れるため，複数の作品を扱う展開だけでなく，１つの作品について様々な考え方を見 

つけていく展開も考えられる。 

 折り紙作品の面積を定義するために，折り目がシンプルな帆掛け船を導入で用い 

たが，コイの胸びれの面積に近い大きさの他の折り紙作品を用いて，「どちらの面 

積の方が大きいか」という問いを出す展開も考えられる。見た目で比べたり，重ねて 

比べたりすることで，予想を引き出し，面積を求める必然性が生じた所で，面積を求 

める活動へとつなげていく。例えば，図３の「ゆのみの高台」の面積と「コイの胸びれ」 

の面積を比較する展開の授業が考えられる。 

 コイの胸びれの面積を求めた後，「求められるのは胸びれの面積だけなのかな？」 

という問いを新たな課題として考える展開も考えられる。同じ折り紙作品に対して，異なる部分の面積を求め

る経験をすることで，生徒が作成したレポートをクラスで自由に閲覧できるようにした際，「この折り紙作品のこ

の部分の面積も求められそうだ」，「この部分の面積を求めるのは簡単だけど，こっちの部分を求めるのは難

しそうだから挑戦してみよう」といった課題を引き出すことができると考えられる。 
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